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6.公園緑地

（都市再生機構） 

記入者：独立行政法人都市再生機構西日本支社 

住宅経営部管財課 本吉 正宗 
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（占用者作成） 

位置図 

現況写真 

下流側から 

（朱線：占用

区域） 

標準断面 （堤防天端） 

現在の 

利用形態 
・修景・園路・休憩施設等

占用面積 4,052.77 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞H14.09.01 

＜許可期限＞R04.08.31 

都市計画

の有無 

大阪都市計画公園 5・5・1号城北公園 

堤内地・堤

防・堤外地 堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 
付帯施設

等 

ベンチ 

特記事項 

・スーパー堤防における旧堤防法面部の施設。
・旧公団法 33 条協議により、公団が占用し、公園として整備を行った上で、大阪市都市公園
（城北公園）として開設されるまで維持管理を行い都市公園として開設できるようになれ
ば、大阪市に引き渡す。

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・川らしい自然環境を保全・再生するという
基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重
視した施設の利用と管理にあたること

・引き続き自然環境保護に留意した利用及び
管理にあたる。

番号 ６．公園緑地 占用目的 緑地 許可受者 都市再生機構 場所 左岸 11.0k+120m～11.2k+70m 

ランク:C
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
本

吉
正

宗
（
独

立
行

政
法

人
都

市
再

生
機

構
）

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
0
6
公

園
緑

地
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

「
淀

川
改

修
高

規
格

堤
防

事
業

に
関

す
る

協
定

書
」
に

よ
り

事
業

を
進

め
、

協
定

書
第

5
条

に
基

づ
き

、
旧

堤
防

の
裏

法
地

部
分

を
公

園
と

し
て

整
備

し
、

維
持

管
理

す
る

。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

大
阪

市
都

市
公

園
（
城

北
公

園
）

と
し

て
開

設
さ

れ
る

ま
で

維
持

管
理

を
行

い
、

都
市

公
園

と
し

て
開

設
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
大

阪
市

に
引

き
渡

す
た

め
、

現
在

で
の

防
災

上
の

位
置

づ
け

は
な

い
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

大
阪

市
都

市
公

園
（
城

北
公

園
）

と
し

て
開

設
さ

れ
る

ま
で

維
持

管
理

を
行

い
、

都
市

公
園

と
し

て
開

設
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
大

阪
市

に
引

き
渡

す
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
「
緑

地
を

ご
利

用
の

み
な

さ
ま

へ
」

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

川
ら

し
い

自
然

環
境

を
保

全
・
再

生
す

る
と

い
う

基
本

姿
勢

に
立

ち
、

人
と

川
と

の
つ

な
が

り
を

重
視

し
た

施
設

の
利

用
と

管
理

に
あ

た
る

こ
と

引
き

続
き

自
然

環
境

保
護

に
留

意
し

た
利

用
及

び
管

理
に

あ
た

る
。

主
に

児
童

の
利

用
す

る
公

園
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

ワ
ン

ド
群

な
ど

の
低

水
路

で
は

、
魚

類
で

は
ゼ

ゼ
ラ

な
ど

。
底

生
動

物
で

は
ト

ン
ガ

リ
サ

サ
ノ

ハ
ガ

イ
な

ど
の

重
要

種
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

さ
れ

て
い

な
い

。
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

中
央

通
路

部
を

除
い

て
、

草
原

と
な

っ
て

い
る

。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

動
物

の
糞

尿
、

ゴ
ミ

の
散

乱
な

ど
が

あ
る

場
合

が
あ

る
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

「
緑

地
を

ご
利

用
の

み
な

さ
ま

へ
」

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

「
緑

地
を

ご
利

用
の

み
な

さ
ま

へ
」

看
板

に
て

周
知

し
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

4



【参考資料】 
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.6 公園緑地(独⽴⾏政法⼈ 都市再⽣機構)」

■過年度審議結果のレビュー

10

平成19年 委員会 占用地への自由な出入りを制限する看板等の設置については、河川管理者と協議の上、
設置が必要な場合は許可を得ること

⇒看板については団地際に移設予定

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒引き続き自然環境保護を意識した利用及び管理にあたる

平成23年 委員会

平成28年 委員会

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒引き続き自然環境保護を意識した利用及び管理にあたる

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒引き続き自然環境保護を意識した利用及び管理にあたる

【淀川本川】

8



15.ひまわり児童遊園

記入者：高槻市都市創造部公園課 段林 

9



 

                                     （占用者作成） 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況写真 
 

 

標準断面 
－ 

（堤内地） 

現在の 

利用形態 
・遊戯施設 

占用面積 623.60m2 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S51.10.07 

＜許可期限＞R04.8.31 

都市計画

の有無 

 

無 

堤内地・堤

防・堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

付帯施設

等 

 

遊具、ベンチ 

特記事項 

なし 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・今後委員会での個別審議は不要とする。た
だし、大規模な改修のある場合は委員会へ
報告をすること 

・公園外への土砂流出や遊具等の施設老朽化
が著しく、地元要望もあったため平成 30 年度
に、淀川河川事務所に許可を受けた上で公園
再整備工事を実施した。 

 

番号 15.ひまわり児童遊園 占用目的 公園 許可受者 高槻市 場所 右岸 28.2k 

ランク:C  
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
段

林
（
高

槻
市

都
市

創
造

部
公

園
課

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
1
5
ひ

ま
わ

り
児

童
遊

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

×
　

特
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

な
い

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か （
例

）
地

域
防

災
計

画
等

×
　

特
に

位
置

づ
け

さ
れ

て
い

な
い

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

×
　

現
段

階
で

計
画

は
な

い
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
○

自
由

利
用

で
あ

る
た

め

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

今
後

委
員

会
で

の
個

別
審

議
は

不
要

と
す

る
。

た
だ

し
、

大
規

模
な

改
修

の
あ

る
場

合
は

委
員

会
へ

報
告

を
す

る
こ

と

公
園

外
へ

の
土

砂
流

出
や

遊
具

等
の

施
設

老
朽

化
が

著
し

く
、

地
元

要
望

も
あ

っ
た

た
め

平
成

3
0
年

度
に

、
淀

川
河

川
事

務
所

に
許

可
を

受
け

た
上

で
公

園
再

整
備

工
事

を
実

施
し

た
。

○
公

園
と

し
て

開
設

し
て

い
る

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

×
　

特
に

調
査

等
は

行
っ

て
い

な
い

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

〇
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
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迷
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○
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迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷
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迷
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る
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又
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ー
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を
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め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 

17



「No.15 ひまわり児童遊園(⾼槻市)」

■過年度審議結果のレビュー

25

平成19年 委員会

平成20年 委員会

施設の利用及び維持管理にあたっては、新たな施設拡充等を行うことなく、河川環境の
保全・再生に引き続き配慮願いたい

⇒新たな施設拡充を行うことなく、河川環境の保全再生に配慮した管理を地元自治体と連
携して実施している

前回と同じ

平成23年 委員会 前回と同じ

平成28年 委員会 今後委員会での個別審議は不要とする。ただし、大規模な改修のある場合は委員会へ
報告をすること

【淀川本川】

18



17.津之江公園

記入者：高槻市都市創造部公園課 段林 
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                                     （占用者作成） 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況写真 
 

 

標準断面 

 
現在の 

利用形態 

・多目的広場 

・湿地ビオトープ 

占用面積 30,537.89 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S43.8.20 

＜許可期限＞R05.3.31 

都市計画

の有無 

 

有 

堤内地・堤

防・堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

付帯施設

等 

・便所（可動式） 1 基 

・手洗場 1 基 

・擬石ベンチ 16 基 等 

特記事項 

なし 
 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・市民団体との協働による自然環境モニタリ
ング、HP やパネル等での情報公開につい
て、継続して実施してもらいたい 

・平成２８年度に始まった市と市民団体の協
働での保全活動を中心に、近隣小学校向けの
環境学習や市民参加型の自然観察会等の啓発
活動を継続しています。 

・環境モニタリングの結果、啓発活動に実施
状況等について、委員会へ報告すること 

 

・活動状況については別紙のとおり 

 
 
 
 
 
 
 

番号 17.津之江公園 占用目的 公園 許可受者 高槻市 場所 芥川 右岸1.8k+90m～2.2k 

ランク:C  
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等
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○
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○
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△
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は
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○
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に
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る

○
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△
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潟
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、
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る
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る
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又
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■津之江公園自然再生エリアにおける現在の活動状況について 

１ 津之江公園自然再生エリアについて 

津之江公園自然再生エリアは、平成１８年９月に策定された「芥川創生基本構想」のひとつと

して計画された「津之江公園自然再生計画（平成２０年２月）」に基づき、豊かな生態系拠点の

創出と市民の憩いの場の確保のために整備されました。整備後はエリア内で自然再生状況のモニ

タリング調査（平成２１～２５年度）を実施し、その後は市と市民団体の協働での維持管理活動

を中心に、市内の小学校向けの環境学習や市民参加型の自然観察会などを通じた、生物多様性に

関する啓発・モニタリング活動を継続しています。 
 

２ 現在の活動状況 

（１）市民団体によるモニタリング・維持管理 
平成２８年１１月に、市と市民団体「津之江公園を活かす会」との間で「津之江公園自然再生

エリアに係る管理協定」を締結し、自然再生エリアが生物多様性豊かな環境となり、多くの市民

が自然と触れ合うことができる公園となるよう、市と会が協働で維持管理活動を行っています。 
活動は毎月２回実施し、在来種の生息場所の保全・整備、外来種の駆除・除草を行っています。 

    
▲ 活動の様子 
 

（２）環境学習 
自然再生エリアを生物多様性の重要性等を学ぶ場として活用するため、「津之江公園を活かす

会」の協力のもと、市内の小学校を対象とした環境学習を実施しています。 
〈実施状況〉 

年度 実施時期 学校名 学年 実施内容 
Ｈ２８ Ｈ２９．２ 津之江小学校 ３ 野鳥観察 
Ｈ２９ Ｈ２９．１１ 桃園小学校 ４ クズの引抜きとリースづくり 
Ｈ３０ Ｈ３０．１０ 如是小学校 ３ バッタ採集とバッタオリンピック 
Ｈ３０ Ｈ３０．１１ 津之江小学校 ３ クズの引抜きとリースづくり 
Ｒ １ Ｒ１．１２ 如是小学校 ４ クズの引抜きとリースづくり 
Ｒ ２ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で未実施 
Ｒ ３ Ｒ３．１２ 津之江小学校 ２ クズの引抜きとリースづくり（予定） 
Ｒ ３ Ｒ４．１ 五百住小学校 ４ ヨシ刈りとヨシズ作り（予定） 

   

    
▲クズのツル引抜きの様子         ▲リースづくりの様子 
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（３）市民を対象とした自然観察会 

市と「津之江公園を活かす会」の共催で、市民向けの植物・昆虫・野鳥の観察会などを実施し

ています。 
《実施状況》 

年度 実施時期 内容 参加者 

Ｈ２８ Ｈ２９． ２ 野鳥観察会 ３３名 

Ｈ２９ 
Ｈ２９． ７ 植物観察会 ２３名 
Ｈ２９． ７ 昆虫観察会 ２３名 
Ｈ３０． ２ 野鳥観察会 － 

Ｈ３０ 
Ｈ３０． ９ 昆虫観察会 － 
Ｈ３１． ２ 野鳥観察会 １８名 

Ｒ １ 
Ｒ １． ６ 植物観察会 １０名 
Ｒ １． ９ 昆虫観察会 ２７名 
Ｒ ２． ２ 野鳥観察会 １９名 

Ｒ ２ Ｒ ２．１１ 啓発イベント（ヨシを利用したオーナメントづくり） １６名 

Ｒ ３ 
Ｒ ３． ５ 植物観察会 － 
Ｒ ３． ９ 昆虫観察会 － 
Ｒ ４． ２ 野鳥観察会（予定） － 

※ 平成３０年２月の野鳥観察会、３０年９月の昆虫観察会、令和３年９月の昆虫観察会は雨天

のため中止。令和３年５月の植物観察会は新型コロナウイルス感染症の影響により中止。 
   

     
   ▲昆虫観察会の様子            ▲野鳥観察会の様子 
 
（４）特定外来生物の駆除活動 

市と市民団体との協働により、生態系に悪影響を及ぼすおそれのある特定外来生物であるミズ

ヒマワリの駆除活動を実施しています。 
《実施状況》 

年度 駆除量 
Ｈ３０ ２３．５㎏ 
Ｒ １ ５３．０㎏ 
Ｒ ２ ７４０．０㎏ 
Ｒ ３ ４０．０㎏ 

※ 駆除量は芥川流域全体での量になります。 
 
（５）周知・啓発の状況 

市ホームページに、環境学習や観察会などの実施結果を掲載するとともに、都市緑化フェアや

エコフェスタなどの市が主催のイベントなどで、自然再生エリアでの活動について周知・啓発し

ています。 
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.17 津之江公園(⾼槻市)」

■過年度審議結果のレビュー
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平成17年 委員会 スポーツ広場機能の一部を廃校に移すとあるが、スポーツ機能も持たせつつ、自然再生
を図るのか

⇒廃校が代替施設となるため、スポーツ広場機能はなくすということになる
女瀬川の生態系についてのデータが欲しい
⇒芥川と併せて女瀬川も生物調査の対象に含める
構想策定のスケジュールはどうなっているのか
⇒津之江公園を核とした芥川再生事業を示すために、河川事務所や大阪府の支援をいた

だきながらスケジュールや整備計画について協議していきたい
津之江公園は都市公園に面積カウントされているのか
⇒カウントされている
上位計画の中で津之江公園に期待されていた機能をどのようにフォローするのか
⇒都市公園として計画決定を受けている公園なので、都市公園としての機能も必要な部分
と考え、整合性について検討していく

芥川創生基本構想に、ひとと魚にやさしい、とあるが魚だけでなく植物についても考える
必要がある

⇒津之江公園自然再生計画を策定し、エコトーン部を中心とした草本類などを加えた多様
な生態系拠点の創出を目的に取り組んでいる
上位計画、都市公園との整合性についてはどうなったか
⇒今後も都市公園、準広域避難地としての防災機能を有した公園としていきたい

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒自然再生公園として利用することをテーマとして、維持管理に努める

平成19年 委員会

【淀川本川】

「No.17 津之江公園(⾼槻市)」

■過年度審議結果のレビュー
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平成21年 委員会 ⇒植生へ配慮した取り組みとして、市民参加型モニタリングで水際にヤナギの挿し木を
行った

⇒芥川倶楽部と連携をとり、外来種のミズヒマワリの撤去を行っている

平成23年 委員会 ⇒業者に委託しモニタリングを実施している
⇒小学生を対象に生物観察等の環境学習を行っている
⇒平成28年度には市民団体と維持について管理協定を締結し、継続的な自然環境保全、

モニタリング活動を実施していく予定
自然環境の保全・再生にかかわる取り組みを積極的に進め、広報してほしい
⇒モニタリング結果や環境学習実施結果等の市HPでの公開やパネル展示を行っている

平成28年 委員会 市民団体との協働による自然環境モニタリング、HPやパネル等での情報公開について、
継続して実施してもらいたい

環境モニタリングの結果、啓発活動に実施状況等について、委員会へ報告すること

【淀川本川】
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